
■他人の家族■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 204号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：他人の家族 

 

笑恵館には、少数ながら近所にある N大の学生たちが出入りしているのだが、4年生はいよいよ卒業だ。 

毎月月末は、笑恵館の入居者を招いて交流しながら家賃を徴収する食事会を開催しているので、今月はそこに近

所の人や学生も招いて、ささやかな送別会を催した。 

はじめに卒業生のK君と S君から挨拶をしてもらい、その後参加者の皆さんから一言ずつ送る言葉をいただき、

最後にまた二人から感謝の挨拶をいただいた。 

大学生からお年寄りまで、総勢約 20 人ほどの参加者たちは、笑恵館を自分の家と思ってくれる、ゆるやかな家

族のような人たちだ。 

出会いだけでなく別れもあり、変化しながら継続することこそが、家族が社会の構成要素であるための必要事項

だと感じる。 

・ 

笑恵館の前を通り過ぎる N大の学生は大勢いるのだが、笑恵館を訪れるのはほんの一部の好奇心旺盛な学生で、

さらに常連メンバーとなったのは変わった 3人組だった。 

まず初めに来た K 君は、僕が審査員を務めるチャレンジアシストプログラムという東京都の若者サポート助成

制度に応募して、見事助成金を勝ち取ったのだが、その後うまく実施できず、報告会では惨憺たる結果を発表し

た。 

僕は、彼の甘さを叱責したが、失敗をきちんと報告する勇気を称賛し、「僕は君の大学の近所にいるからいつでも

訪ねて来い」と誘った。 

彼が笑恵館を訪れるのに 1年近くかかったようだが、でも彼は、持ち前の好奇心と社交性で、笑恵館の関係者た

ちとみるみる親しくなっていき、次第に友達を連れてやってくるようになった。 

・ 

K君が初めに連れてきたのは、パソコンお宅の Y君で、3年生の頃からビジネスに目覚め、半ば休学しながら今



回の卒業を見送った。 

頭を金髪に染めてヘラヘラしゃべる Y君は、高齢者たちの目には「今時の若者」と映ったが、PCやスマホの使

い方を丁寧に説明するうちに「あなたお金を取りなさい」と言われ、30 分 500 円でサービスを開始するとみる

みる口コミでうわさが広がり、「神対応の Y君」としてすっかり人気者となってしまった。 

やがて高齢者の交流会やまち歩きイベントにも誘われるようになり、昨年春は「今度は N大の中を見てみたい」

という要望に応えて、N大商学部で初となる地域住民の見学会を開催してしまった。 

結局 Y君は実家の埼玉から世田谷のオンボロアパートに引っ越して、小さなビジネスをスタートした。 

ここは彼にとって、第二の実家になりつつある。 

・ 

次に彼らが連れてきたのが、引きこもり系の S君だ。 

彼は小学生の頃から学校に行きたくなくなって、中学はほとんど行かず、高校には進学せずに「高卒認定試験」

を通過して直接 N大に進学した。 

笑恵館に来る前はもっぱらどこにいたのかと聞くと、小さな声で「ゲーセン」と答えていたが、これはむしろお

ばちゃんたちの好奇心を掻き立てて、一躍人気者になってしまった。 

明らかに社交的に変化し始めた S 君に、僕の「ちょっかいスイッチ」も入ってしまい、「激安海外旅行に連れて

行くから、すぐにパスポートを取得せよ」と指示すると、小さな声で「ハイ」とうなずいた。 

そんなきっかけで、僕と S君と Y君の 3人で昨年の春シンガポールを旅行した。 

国立シンガポール大学に行くと、学校見学の親子と間違えられるので、おかげであちこちの建物に潜入すること

もできちゃった。 

これも「家族効果」と言えるだろう。 

・ 

S君は登校拒否で高校をパスしたが、Y君は受験に専念するために普通高校から通信教育に転入し、K君は香港

で育った帰国子女と、結局彼ら 3人は日本の教育制度からはみ出た 3人組だった。 

ある意味で、まったく共通点が無い、異空間に住む 3人が、なぜかご近所の知らない人たちと親しくなるうちに、

地域コミュニティの主要メンバーとして次の後輩たちを誘う立場となり、ついに卒業と旅立ちの日を迎えた。 

「遠くの身内より近所の他人と暮らしたい」とは、家族と離れ、近所の他人で我慢するという意味じゃない。 

むしろ他人と暮らす面白さや楽しさを求めているのだと僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20190330-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：九州・熊本出張 

 

4/3(水)～4/5(金)にかけて、熊本に出張します。 

NPO法人 Home for All の事務局長としての初仕事は、熊本のみんなの家の見学と、関係者との面談です。 

4/3と 4/4の夜は、熊本市内で少しオープンな食事会をしたいと思いますので、興味のある方、ご一報ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 



凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）04/01 ○午後から 面談可（笑恵館） 

（火）04/02 ◎終日 面談可（青葉台） 

（水）04/03 熊本出張 〇14時以降 面談可（熊本） 

（木）04/04 熊本出張 ○18時以降 面談可（熊本） 

（金）04/05 熊本出張 

（土）04/06 ○09-18時 面談可（笑恵館） 

13-17時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）04/07 ◎17時まで 面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

04/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/11 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

04/13 ★各種・笑恵館セミナー 

04/14～17 Home for All 東北出張 

04/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

04/20 ★各種・笑恵館セミナー 

04/25 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 



http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


